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第  １  章  計画策定の基本的な考え方  

 
第  １  節  計画の趣旨   

 
  第３期長沼町スポーツ推進計画の推進期間中には、令和３年に東京、令和 4 年に北京、令和

６年にパリでオリンピック及びパラリンピックが開催され、選手の競技する姿に感銘や感動を
受けました。オリンピックを通して改めてスポーツの重要性やスポーツの持つ力を実感したと
ころです。 

  その反面、新型コロナウイルスの影響によりスポーツは不要不急として扱われ、体力の低下  
 や心身の健康保持への悪影響、スポーツを核とした地域での交流不足等を招いた時期がありま  

した。この経験を通してスポーツが日頃、私たちの生活や社会の活力を与えてくれる優れた効  
果を及ぼす重要な価値を持つことが再認識されています。  

  本町では、平成２６年４月に、健康で活力に満ちた『生涯スポーツ社会の実現』を目指す「第
１期長沼町スポーツ推進計画」を策定し、町民一人ひとりのライフステージに応じたスポーツ
活動の推進や、人と人、地域と地域とのつながりを大切にする様々な取組を行いました。その
後、将来に向けた本町のスポーツ施策の方向性を示すため、「まちが、恵まれたフィールドを
活かし、スポーツを「する」「みる」「ささえる」ことで人や地域が交流し、つながり、健康
で日々の暮らしを楽しむ笑顔かがやく元気なまちづくり」を実現するために平成３１年３月に
第２期長沼町スポーツ推進計画を策定しました。さらに、人口減少・少子高齢化が進む中、町
の状況や町民のニーズに対応した健康づくり・体力づくりやスポーツ振興を目指すために令和
３年３月に第３期長沼町スポーツ推進計画を策定しました。 

  国においては、令和４年３月にスポーツ立国を目指す重要な指針となる計画として、「第３ 
期スポーツ基本計画」が策定されました。また、北海道では、同年同月に「北海道スポーツ推  
進条例が公布・施行されるとともに令和５年３月に「第３期北海道スポーツ推進計画」を策定  
しました。特に、北海道スポーツ推進計画では、本町のスポーツ推進計画の柱となる「する」  
「みる」「ささえる」の他、「しる」を新たに加え、スポーツの持つ力を最大限に活用するこ 
とが 謳われています。 
 現在、本町でも少子・高齢化が進展しており、スポーツ参画人口の減少が危惧されています。  
 また、学校の働き方改革として、公立中学校の運動部活動から地域スポーツ活動への移行が 
課題となっています。 

このような中、本町が目指すスポーツ施策である第３期長沼町スポーツ推進計画が令和６年
度末で終了することから、本町における運動、スポーツに関わる環境の変化など、時代に即し
た効果的な運動・スポーツ施策を推進するため、第３期長沼町スポーツ推進計画の基本理念と
基本方針を踏襲しつつ、現在の状況に対応した「第４期長沼町スポーツ推進計画」を策定しま
す。 

 

第  ２  節  計画の位置づけ  
 
  この計画は、スポーツ基本法第 10 条の規定に基づき、国の「第３期スポーツ基本計画」及び

道の「第３期北海道スポーツ推進計画を参考に、長沼町の実情に即して策定します。 
また、この計画は「第６期長沼町総合振興計画（令和３年度から令和１０年度）」の「後期

基本計画（令和７年度から令和１０年度）」及び「第３期長沼町生涯学習推進計画（令和３年
度から令和１０年度）」の「後期基本計画（令和７年度から令和１０年度）」の具体化に向け
た個別施策計画に位置づけられます。 

 

第  ３  節  計画の期間及び推進管理  
 
   この計画の期間は、令和７年度から令和１０年度の４カ年とします。その達成状況について

は、長沼町スポーツ推進計画検討・実施委員会 (仮称)に報告し、意見等を踏まえて計画の効果
的な推進に努めます。 

また、推進にあたっては、「第３期長沼町生涯学習推進計画（令和３年度から令和１０年度）」
の具体化に向けた「後期基本計画(令和７年度から令和１０年度)」を踏まえて展開します。 

 
 

 
 
 
 
 
 
 

スポーツを 
しる 
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第  ２  章  基本理念と基本方針  
 
第  １  節  基本理念  

 
私たちのまちには、四季を通じて「だれもが」「いつでも」「どこでも」「いつまでも」、

様々なスポーツに親しむことができるすばらしいスポーツ環境があります。 

  このまちの恵まれたフィールドを活かし、スポーツを「する」「みる」「ささえる」「しる」

ことで人や地域が交流し、つながり、健康で日々の暮らしを楽しむ笑顔かがやく元気なまちづ

くりを実現します。 

 

第  ２  節  基本方針  
 

これまでのスポーツ振興への取組や関係団体へのヒアリングなどを踏まえ、今後、まちが生

涯スポーツを推進するための基本方針として、次のとおり掲げ施策の展開を図ります。 

 

＊する・しるスポーツ  

（１）町民のスポーツ活動の充実を図ります。  

（２）主体的に参加できるスポーツ環境の整備を図ります。   

 ＊みる・しるスポーツ  

（３）トップレベルの試合観戦を支援します。 

（４）トップアスリートとの交流を促進します。 

 ＊ささえるスポーツ  

（５）スポーツ指導者の養成や資質の向上を図ります。 

（６）競技力向上のための支援をします。  

（７）スポーツ活動推進のための情報提供を行います。 

（８）スポーツ活動推進のための連携と協働体制を構築します。 

 ＊地域とつながる  

（９）スポーツによる交流を積極的に行い、活力ある地域づくりを推進します。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

全町区対抗パークゴルフ大会  町民登山  

リフレッシュ教室  カンガルー親子教室  
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第  ３  節  長沼町スポーツ推進計画施策の体系図  

 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◇◆◇◆◇  計画の推進体制  ◇◆◇◆◇  

 スポーツ協会・スポーツ推進委員会・スポーツ指導員会・スポーツ少年団本部および学校関係

者等による「長沼町スポーツ推進計画検討・実行委員会」 (仮称 )を新たに設置し、施策の評価や

改善のための助言を含めた計画の進行管理を行います。  

 また、スポーツに関する町民ニーズを的確に把握するとともに、施策の展開状況を評価し、事

業に繁栄させることが重要なことから、計画的に「町民の声」を聞く機会を創出します。  

第６期長沼町総合振興計画  
 

まちづくりのテーマ  
 

『ひとと自然の共生  きらめく田園と交流のまち  ながぬま』  

ライフステージに応じたスポーツ機会の提供への取り組み  
■  それぞれのステージにおける取り組み  

■  運動やスポーツの機会が少ない人への取り組み  

■  多世代が交流できる取り組み  

■  障がいがある人への取り組み  

重点化する  

取り組み  

ス ポ ー ツ コ ミ ュ ニ テ ィ な が ぬ ま  

第４期  長沼町スポーツ推進計画基本方針  

町民のかがやき  

する・しるスポーツ  
 
１ .町民のスポーツ活動

の充実を図ります。  
２ .主体的に参加できる

スポーツ環境の充実
を図ります。  

楽 しさ  喜  び  

長沼町コミュ
ニティ・文化ス
ポーツクラブ 

（仮称）  

ささえるスポーツ  
 
５ .スポーツ指導者の養成や

資質の向上を図ります。  
６ .競技力向上のための支援  
 をします。  

７ .スポーツ活動推進のため
の情報提供を行います。  

８ .スポーツ活動推進のための連

携と協働体制を構築します。 

共  感  

みる・しるスポーツ  
 
３ .トップレベルの試合

観戦を支援します。  

４ .トップアスリートと

の交流を促進します。 

感  動  

地 域 と つ な が る  

９ .スポーツによる交流を積極的に行い、活力ある地域づくりを推進します。 

地域のかがやき  
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第  ３  章  計画推進のための具体的施策  
 

第  １  節  基本的な取組  
 
 

 
 

 
 

１－１  子どもが運動やスポーツに親しむ機会の充実  
全ての子どもたちが、基本的な生活習慣や体力を身につけ、たくましく生きぬくことが

できるよう、家庭では子どもに対するしつけや親子での運動、学校では学校体育の充実、

地域では外遊びやスポーツのできる環境づくりなど、それぞれの役割を明確にします。   

また、子どもたちの生活の場である地域におけるスポーツ環境の充実を図ることにより、

運動やスポーツに親しむ習慣や意欲を養い、体力の向上を図ることができる環境づくりを

推進します。 
 

 
 

（１）幼児期からのスポーツ機会の拡大  

幼児期において体を動かして遊ぶ機会は、その後の児童期、青年期での運動やスポーツ

に親しむ資質や能力の育成等に大きな影響を及ぼすことから、幼児期から体を動かして遊

ぶ機会の拡大に取り組みます。 

 

 
 

□幼児期における運動遊びの推進 

町、保育園・幼稚園、関係団体等が連携して運動する機会や場をつくり、子どもの体力

向上に向けた継続的な取り組みを推進するとともに、子どもたちに体を動かす『遊びや運

動』の楽しさを実感できるようにします。 

また、「幼児期における運動遊び」と小学校体育との円滑な接続に努め、それぞれの発 

達の段階を踏まえた適切な運動指導を行うようにします。 

 

□幼児期の運動の大切さを保護者に啓発 

ホームページや広報誌等、様々な方策で保護者に幼児期の運動の重要性を啓発し、親子

がスポーツセンター等で運動遊び等ができるよう工夫します。 

また、カンガルー親子教室を利用しやすいように実施曜日や実施時間の工夫をします。  

 

 

１－２  子どもの運動やスポーツ活動を支える環境づくり  
学校や地域における体育に関する活動は、生涯豊かなスポーツライフを実現するための

基礎となるものです。子どもたちが、身近なところで継続して運動やスポーツに親しむこ

とのできる環境の確保を目指し、スポーツ少年団（＊以後、少年団）や中学校運動部（＊

以後、部）、関係団体が連携した組織体制の充実に向けた取り組みを推進します。  
 

 
 

（１）子どもたちのスポーツ参加機会の拡充  

   ジュニアスポーツや水泳教室等、子どもたちがスポーツの楽しさを知り、継続して様々  

な運動に取り組むきっかけとなる子どもを対象とした事業に取り組んでいきます。また、 

町内の各種競技団体と連携し、スポーツの魅力を子どもたちに発信していきます。  

 

（２）少年団体活動の充実   

スポーツ活動を通して、競技力の向上にとどまらず他者を思いやる心・チャレンジ精神

・忍耐力の育成、礼儀やルール遵守等の規範意識の育成を図ることができるように、少年

団の活動支援に取り組みます。 

 

１．町民のスポーツ活動の充実を図ります  

基本的な取り組み  

今後の具体的施策の展開  

基本的な取り組み  

する・しるスポーツ 
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（３）学校体育や部活動の充実   
学校部活動は、個々の興味関心に基づき、自主的に取り組む機会です。近年、少子化、

ニーズの変化により、部活動に対する考え方も変容しています。学校だけで完結する部活

動から、子どもたちのスポーツに関する多様なニーズや保護者の生活スタイルに応えられ

る柔軟な体制づくりに取り組みます。 
 

 
 

□少年団活動の支援  

子どもが運動、スポーツ活動に参加するために身近な活動の場となるスポーツ少年団は、 

   大変重要であり、活動への支援に努めていきます。 

 

□外部指導者派遣制度の構築   

部活動における教員の技術指導の補完を行うため、学校と地域が連携し、地域に在住す

るスポーツ指導者やスポーツ経験者等を外部指導者として派遣する体制づくりを支援して

いきます。 

 

  □少年団活動と部活動との連携 

少年団活動と部活動は、同一種目・同一会場を基本とし指導者補完体制を整備すること

により指導者の確保や一貫した指導を可能とし、さらに総合型地域スポーツ文化クラブ（仮

称）への移行を目指します。 

 

□部活動のあり方の検討   

少子化が進み、１校でチームを組めない種目、指導者不足などの課題があります。また、

生徒のニーズにも変化が起きていることがアンケート調査等で明らかになりました。今後

は学校部活動から総合型地域スポーツ文化クラブ（＊以降、長沼町コミュニティ・文化ス

ポーツクラブ（仮称））を設置し、多様な世代がともに芸術文化・スポーツを楽しむ環境

を首長部局、学校教育課と連携して検討していきます。  

 

□児童・生徒が運動・スポーツに親しむ機会の拡充  

児童・生徒を対象に、スポーツの楽しさや喜びを感じることのできる魅力ある機会を提

供するため、学校・家庭・地域（スポーツ団体）と連携を図り、運動やスポーツに触れ合

う機会の拡充に努めます。また、長沼町コミュニティ・文化スポーツクラブ（仮称）を設

置することで、スポーツや文化活動に気軽に参加できて楽しめる仕組みづくりをします。  

 
 

１－３  気軽に参加できるスポーツ機会の創出  
スポーツを行うことは、生活習慣病の予防やストレスの解消、さらには新しい人間関係

の構築など、心身の健康保持の増進に多用な効果をもたらします。そのため、だれもが気

軽に運動・スポーツに親しみや楽しめることを目指し、ライフステージに応じたスポーツ

に取り組める機会の提供と施策の実施を推進します。  

  

 

 

（１）ライフステージに応じたスポーツ活動等の推進   

既存事業の見直しや整備、町民の要望に応えた事業の新設等を行いそれぞれのライフス

テージに応じた運動ができるよう配慮していきます。  

また、運動やスポーツ活動に関心のない人やスポーツが苦手な人、高齢者や障がいのあ

る人でも、スポーツの楽しさを体験でき、スポーツへ参加するきっかけになるように、だ

れもが楽しく、気軽にスポーツに親しむことを目的としたスポーツ教室やイベントの開催

に取り組みます。  

 

（２）軽スポーツ活動の推進   

モルックやボッチャなど、体力に自信のない人でも楽しめる軽スポーツ (ニュースポー

ツ)を気軽に行える機会をつくります。 

基本的な取り組み  

今後の具体的施策の展開  
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□成人層（２０～６０歳代）のスポーツ推進 

  特に、運動する割合が少なくなる子育て世代や働く世代に対して健康面を含めた運動の  

効果を啓発し、積極的に運動をする意欲を高めるために様々な運動の情報を広報誌等で発  

信していきます。 

 

□高齢者のスポーツ推進  

  高齢者が、自身の健康の維持・増進を図られるようリフレッシュ教室の内容を充実させ 

るとともに、レクリエーションスポーツを中心としたスポーツ教室の開催を検討します。 

 また、世代間交流ができる場を設け、高齢者世代の活性化を図ります。 

さらに、健康福祉分野の関係機関との連携を強化し、高齢者が気楽に取り組めるスポー  

   ツの啓発に努めていきます。 

 

□町民スポーツ教室の開催   

各種競技団体の協力により町民を対象としたスポーツ教室を開設します。また、開設に

あたっては、親子や家族が共に参加できる環境づくりについて検討します。   

 

□既存事業やスポーツ大会委託事業の内容の検証  

町が実施及び委託し開催している事業の内容を検証し、必要に応じて見直しを行います。 

 

□ニュースポーツ体験教室の開設 

  モルックやボッチャなど、ニュースポーツの楽しさを知ってもらうために幅広い年齢層

を対象に体験教室を実施します。また、必要な道具を計画的に揃えるとともに指導者の育

成を図ります。 

体験してみたいニュースポーツのニーズ調査を行い、体験教室が開催できるよう器具の

準備やルールの把握等に努めます。 

 

□体力・運動能力自己診断の実施   

国の調査に合わせ、各世代の町民を対象に新体力テストを実施し、自己の体力を知る機 

会をつくります。 

 
 

 １－４  障がい者のスポーツ活動の推進  
障がいのある人が、自主的かつ積極的に身近なところで気軽に運動やスポーツができる 

環境づくりや、障がい者スポーツへの理解を深めるための体験や交流の機会を増やす場の  

提供について、障がいの種類や程度に応じた必要な配慮をしながら、保健福祉課との連携  

により推進します。  

 

 

 

（１）障がい者関係団体との連携  

障がいのある人も楽しくスポーツに親しむことのできる環境の整備や障がい者スポーツ

への理解を深めるための情報発信を障がい福祉部門や障がい者関係団体との連携により取

組を進めます。  

 

 （２）障がいの有無に関わらず、スポーツを楽しむ機会の提供  

    障がいの有無に関わらず、誰もが個々の特性に合った形でスポーツを楽しむ機会を提供  

   するとともに、運動・スポーツを通じて障がいのある人への理解を促進する取組を進めま  

す。 

 

 

 

□スポーツ施設における障がい者スポーツ枠新設の検討 
障がい者スポーツの活動の場を新設し、障がい者スポーツの普及振興や競技力向上を図

るための場の提供を検討します。 

基本的な取り組み  

今後の具体的施策の展開  

今後の具体的施策の展開  
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  □障がい者スポーツの普及・理解の促進に向けたイベントの検討  
    パラスポーツ等の体験会を実施し、障がい者スポーツの裾野拡大や町民理解の促進を図  

ります。  
 

□スポーツ活動支援体制の構築   
障がいの程度や年齢、好みや体力に応じて実施される運動やスポーツ活動を支援する体

制を構築し、身近なところでスポーツ活動に参加できる仕組みづくりについて検討します。  
 

□障がい者スポーツ指導者の育成と確保 
関係団体と連携し、障がいの程度やスポーツ経験などに応じて、適切な指導のできる指

導者の育成や確保に努めます。   

 

  □障がい者スポーツ大会の開催や参加の支援の検討  

    障がい者スポーツ大会が開催できるスポーツ施設等があるのか、大会参加支援が必要な  

   のか等、情報を収集し、検討します。 

 

 

 
 
 

２－１  長沼町コミュニティ･文化スポーツクラブ（仮称）を中心とした地域スポーツの拠点づくり  
長沼町コミュニティ･文化スポーツクラブ（仮称）は、スポーツの振興やスポーツを通し

た地域コミュニティづくりの核となることを目指し、スポーツ団体との連携の強化を図り、

町民が運動やスポーツに親しむことができる環境づくりを目的として設立します。 そのた

めに、スポーツの指導だけでなくクラブマネジメントのできるスタッフの育成を推進する

とともに、クラブのあり方について検討します。  
 
 

 
 

（１）長沼町コミュニティ･文化スポーツクラブ（仮称）設立  

長沼町のスポーツ振興やスポーツを通した地域コミュニティづくりの核となる長沼町コ

ミュニティ･文化スポーツクラブ（仮称）を設立するためには、町内の文化・スポーツ振興

を担ってきた関係団体と熟議し、協働するとともに、持続可能な運営体制の確立に向けた

取組が必要です。長沼町に適した組織づくりを計画的に進めます。 
  

（２）スポーツ団体及び教育機関との連携強化   

活動を円滑に、そして活発に行うため、町内のスポーツ協会やスポーツ推進委員会、ス

ポーツ指導員会、少年団本部、小・中学校との連携の強化に取り組みます。 
 
 

 

□長沼町コミュニティ･文化スポーツクラブ（仮称）の設立支援  

先進地視察や研修を重ね、長沼町のコミュニティ・文化スポーツクラブ（仮称）の設置 

   について協議しており、今後の課題は、担う人、経済的基盤の確立であり、持続可能なあ 

り方について、長沼町全体として検討します。  

 

□クラブマネージャーの育成 

クラブのマネジメントを行い、運営に対して責任を持つクラブマネージャーの育成に向

けて支援します。  

 
 

２－２  社会体育施設等の利便性の向上と有効利用  
利用者のニーズを基に、施設の安全性や管理コストを意識し、既存スポーツ施設の効果

的・効率的な活用により、町民が楽しく安全にスポーツに親しめる環境を創出します。ま

た、スポーツ施設の老朽化が進んでいることから中長期的な展望に立って利用者の安全性

確保や施設の延命のための改修を計画的に行っていきます。  

２．主体的に参加できるスポーツ環境の充実を図ります  

基本的な取り組み  

今後の具体的施策の展開  
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（１）施設利用機会の公平性の確保   

スポーツをしたい人が、平等にその機会を得られるように、施設利用方法の周知や予約

ルールの徹底を図るとともに、学校開放事業などにおける利用調整のあり方について公平

性の確保に努めます。 

 

（２）スポーツ施設の維持・管理  

既存のスポーツ施設について延命化の対応を基本とし、利用者の安全性や利便性を考慮

し、財政状況などを踏まえながら、必要に応じて修繕・改修等に努めます。 

 

（３）指定管理者制度の導入  

管理コストの削減や利用者の立場に立った柔軟で迅速な施設運営が行われるように、公

共スポーツ施設の指定管理者制度の導入について検討します。 

 
 
 

□既存スポーツ施設の整備・改修 

町内のスポーツ施設の状況を把握し、財源の見通しなどを踏まえながら改修の優先順を

決め、計画的に整備を進めます。 

   

□町民が利用しやすい施設運営と適切な管理  

    利用者にアンケート調査を行い要望や意見を参考にしながらスポーツ施設の管理運営  

   を行います。 

また、ホームページを利用し、スポーツ施設の予約状況等の発信を行います。 

   

□スポーツ施設のアクセシビリティ向上 

    スポーツ施設のバリアフリー対策を推進し、高齢者や障がいのある方の施設の利用がし  

やすいように努めます。  
 

 
 
 
 
 
 
 
３－１  トップレベルの試合観戦の支援  

    トップレベルの試合を観戦することや地元のチームの応援をすることは、観るものに大

きな感動をもたらし、スポーツへの興味・関心および参加意欲を高めることから観戦する

機会をお知らせします。 

 
 
   
（１）プロスポーツチームやトップアスリートの試合のお知らせ  

町内でプロスポーツチームやトップアスリート等の試合を見られる機会がある場合、ス
ポーツへの興味・関心の向上やスポーツの裾野拡大、競技人口の拡大、観戦文化の定着を
図るために、町民へお知らせします。 

 
 

 
 
□プロスポーツチームやトップアスリートによるスポーツイベントを誘致します。  
 
□各種競技の誘致をします。 
 
□広報無線や広報誌を利用し、試合紹介をします。  

 
 

３．トップレベルの試合観戦を支援します  

みる・しるスポーツ 

基本的な取り組み  

基本的な取り組み  

今後の具体的施策の展開  

今後の具体的施策の展開  
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４－１  トップアスリートとの触れ合う機会の充実  
一流のスポーツ選手や指導者と身近に接したり、交流したりすることで、町民がスポー

ツの魅力を感じ、スポーツに対する意欲を高揚させたり、多くの子どもたちが夢や希望を

育むことのできる機会を提供します。 
 
 

   

（１）感動やあこがれ、夢や希望を育むスポーツ教室の開催   

日本や北海道を代表する選手・指導者による、夢や希望を育むスポーツ教室を継続的に

開催し、技術だけでなく、基本的な生活習慣や学校・地域での活動の大切さなど、指導を

受ける機会の提供に取り組みます。 
 

 
 

□トップアスリートとの交流事業やスポーツ教室の開催 

参加者にスポーツやアスリートの魅力を知ってもらい、競技力やスポーツ指導者の資質

向上を図るため、トップアスリートによるスポーツ教室や講演会などに対し支援します。  
 
  
 
 

 
 
 

５－１  指導者の資質向上と活動環境の改善  
スポーツ指導者は、スポーツを「ささえる人」の重要な要素の一つであることから事業

運営や技術指導だけでなく、町民のスポーツニーズを踏まえ、地域の自然、施設の特徴を

活かした様々なプログラムの考案能力、コーディネート能力、マネジメント能力を有する

など、知識と経験を備えた質の高いリーダーの育成や人材の発掘へ向けた取り組みを推進

します。 また、これら指導者が長期間にわたり、安定・安心して指導現場で活躍できる環

境を整えるため、活動環境や待遇の確保ができる仕組みについて調査、検討します。  
 

 
 

（１）スポーツ指導者の育成   

『スポーツ活動を推進し、運動やスポーツの苦手な人が進んで身体を動かすよう導くな

どスポーツを通して地域の連帯感や活性化を図る指導者』及び『競技者の発達段階や競技

水準に応じて適切な指導ができる指導者』の育成と資質向上に努めます。 

 

（２）スポーツ推進委員の活用と資質向上   

これまでの実技指導や助言に加え、スポーツ活動全般にわたるコーディネーターとして

の新たな役割が求められているスポーツ推進委員の資質の向上に取り組みます。  
 

 
 

□研修会や講習会の充実   

スポーツ推進委員の資質向上や地域のスポーツ指導者の育成を目的とした研修会の開催

に努めます。また、様々な視点から開催される研修会や講習会の情報提供に努め、参加の

促進を図り、指導者の育成や資質向上に努めます。   

 

□専門性の高いスポーツ指導者の育成 

  各種競技団体との連携により専門的能力を持つ有資格者の育成を支援し、ライフステー  

ジに応じた指導ができる体制づくりに取り組みます。  
 
 

４．トップアスリートとの交流を促進します  

５．スポーツ指導者の養成や資質の向上を図ります  

ささえるスポーツ 

基本的な取り組み  

基本的な取り組み  

今後の具体的施策の展開  

今後の具体的施策の展開  
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  □スポーツ指導者の発掘 
    これからの課題である指導者の高齢化への対応や長沼町コミュニティ・文化スポーツク  

ラブ設立に必要な人材の確保等、地域のスポーツ活動を支える指導者の発掘が重要となる  
ことから、長沼町スポーツ協会等と連携し、情報収集を進めていきます。 

 
 
 

 

６－１  競技力向上に向けた環境の整備  
自己の目標や可能性を追求する競技者が、より一層、競技に専念できる環境整備や支援の

ために各種施策を推進します。  

 
 
 

（１）大会参加への支援  

全道大会や全国大会などへ出場する選手の負担の軽減を図り、より競技に専念できるよ

うに、大会等参加への支援を継続して実施します。   

 

（２）活躍するチームや選手の情報発信や顕彰の実施   

町民がスポーツへの関心や夢を抱き、運動やスポーツへの取り組むきっかけとなるよう  

に、活躍するチームや選手の情報を積極的に発信し顕彰を行います。  

 

 

 

□競技大会の継続  

町やスポーツ協会・各種競技団体による大会の実施により、健康の維持増進や競技力の

向上を目指します。 

 

□各種競技団体への積極的な支援 

各種競技団体が行う練習や大会については、積極的に支援します。  

 

   □良好な活動環境の整備や支援の検討   

スポーツ協会や少年団本部と連携し、競技者や指導者が活動しやすい良好な環境を整え

るための制度や支援策について検討します。  

 

□長沼町教育実践奨励表彰規則の活用  

優秀な成績を収めた競技者の励みとなるよう、積極的な顕彰を行い、広く町民への周知

に努めます。 
 
 
 

 

７－１  いろいろなスポーツを楽しめる情報の提供  
町民の継続的なスポーツ活動への参加や施設の利便性の向上を図るため、定期的・計画

的に事業参加者や施設利用者に対しアンケートや実態調査を行い、町民ニーズの把握に努

めます。 また、町広報誌、ポスター、ホームページ、 SNS、広報無線などの媒体を効果的

に活用し、 町民が目的に応じたいろいろなスポーツ情報を入手することができる取り組み

を推進します。  
 
 

 
 

（１）スポーツイベント等の情報の集約や情報発信  

レクリエーションなども含め、運動やスポーツに関係するイベントに一人でも多くの参

加を図るために、情報の取りまとめや情報発信に取り組みます。  

 

 

７．スポーツ活動推進のための情報提供を行います  
 

６．競技力向上のための支援をします  

基本的な取り組み  

基本的な取り組み  

今後の具体的施策の展開  
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（２）スポーツ教室や大会などの情報発信   

スポーツへの意欲・関心を高めるために、町内で開催されるスポーツ大会や町内のチー

ム、選手が出場する大会の積極的な情報発信に取り組みます。  
 

 
 

□各団体、組織間のネットワーク強化  

スポーツ推進施策の重複を避けることや連携による効果的な事業の実施を図ること、ま  

た、団体・組織間の情報交換や相互交流を目的としたネットワークづくりを長沼町コミュ

ニティ･文化スポーツクラブ（仮称）を中心に進めます。 

 

 

７－２  施設情報の発信による利用促進  
スポーツをしたい人が、より身近に、気軽に始められるように、施設情報の発信や利便

性の向上に向けた取り組みを推進します。  

 

 

 

（１）施設情報の把握と発信   

学校体育施設なども含め、運動やスポーツに利用できる施設情報や利用手続き方法など

の情報発信に取り組みます。 

  

（２）公共スポーツ施設におけるネットワーク環境の整備   

利用者の利便性向上と利用手続きの簡素化を図るため、インターネット等で施設の空き

情報の検索や仮予約を行う事のできる環境整備を推進します。 

 

 

 

□施設予約の利便性の向上   

職員体制から夜間の予約を受付できない町内スポーツ施設において、インターネット等

の活用を図ることにより予約状況の確認や予約の受付ができる仕組みづくりを進めます。 

  

□スポーツ施設の情報発信   

インターネット、SNS などを通じて広くスポーツ関係公共施設の情報を発信することで、

施設の利用促進や、スポーツ大会やイベントの誘致促進を図ります。   

 

□利用者の意見収集 

主要な社会体育施設に意見箱を設置して、利便性の向上へ向けて利用者からの情報や意

見を収集するよう努めます。 

また、Web アンケート作成ツールを利用し、町民や利用者から意見を収集して活用でき

るか検討します。 

 

□スポーツ施設情報発信   

施設の利用促進を図ることを目的に、施設情報を積極的に発信します。 
 
 
 
 

 

８－１  スポーツ関係団体の組織強化と連携  
町民のスポーツニーズが多様化する中、スポーツ施策の推進という共通の目的を果たす

ため様々なスポーツ関係団体がこれまでに培ってきた優れた機能やノウハウ、資源や特性

を活かしつつ、相互で支援・補完できるようパートナーシップ体制の確立と組織体制の充

実強化を図ります。そのため、町民・行政・学校・団体の連携・協働を基盤とした「長沼

町コミュニティ･文化スポーツクラブ」（仮称）を設置します。 

 

８．スポーツ活動推進のための連携と協働体制を構築します  
 

基本的な取り組み  

今後の具体的施策の展開  

今後の具体的施策の展開  
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（１）スポーツ協会との連携強化  

長沼町におけるスポーツ推進施策の実施にあたって、スポーツ協会が長沼町の協働のパ

ートナーとしての役割を果たせるよう連携強化を図ります。 

 

（２）スポーツ推進委員会の活動促進  

スポーツ活動の活性化を図るため、スポーツ推進委員会が主体となった事業実施ができ

る組織体制づくりや研修の機会の確保に取り組みます。  

 

（３）スポーツ関係団体との連携   
多様化する町民のスポーツニーズにあった施策の推進を図るため、スポーツ関係団体と

の連携に取り組みます。  

 
 

 

□スポーツ協会との連携強化 

スポーツ協会に対し長沼町のスポーツ施策を十分に説明し、施策推進に対して連携しな

がら進めていきます。 

 

□スポーツ推進委員会の活動促進 

スポーツ推進委員会活動が、町内において、これまで以上に自主的に展開されるよう各

部の活動活性化に努めます。 

 

  □総合型地域スポーツ・文化クラブへの支援と連携 

    地域のスポーツ環境を充実させるために、「長沼町コミュニティ･文化スポーツクラブ」 

(仮称)がアクティブに活動できるように支援していきます。また、スポーツ活動の場所や  

指導者の確保などの協議・連携を図ります。  
 
 

８－２  保健福祉課との連携  
保健福祉課において、町民の健康志向のニーズにあわせた運動プログラムの提供、親子

や家族でも参加できる運動教室や健康講座を開催しています。プロセスやアプローチ方法

は異なるものの、目的や対象者はほとんど同じであることから、体力・健康づくりを目的

とした運動やスポーツに楽しむことができる機会を、効果的・効率的に提供できるように

連携を強化・推進します。  
 

 
 

（１）健康増進機関との連携   

スポーツを健康の保持増進の観点から効果的に活用していくことを目的に、楽しく、継

続的にスポーツに親しむことのできる環境を保健福祉課と連携して創出するほか、効果的

で安全・安心な活動への支援ができる指導者・支援者の育成に取り組みます。  

 

 

 

□町民のニーズにあった運動プログラムの提供   

町民のニーズを定期的・計画的に捉えながら、日常生活の動作を活かした運動等の多様  

なスポーツ・レクリエーションプログラムなど、ライフステージやライフスタイルにあっ

た実施意欲の高まる運動プログラムを関係団体と協力して開発し、普及啓発を図ります。 
 
 

８－３  スポーツボランティアとの連携  
スポーツイベントの運営を支えるスポーツボランティアは、スポーツイベントを安全か

つ円滑に運営するためだけでなく、「ささえるスポーツ」として、一人ひとりのスポーツ

基本的な取り組み  

基本的な取り組み  

今後の具体的施策の展開  

今後の具体的施策の展開  
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ライフを豊かにし、「自分もやってみたい。」という気持ちにつながる機会としても大切

です。今後は、現在実施しているスポーツイベントへのスポーツ団体関係者などの協力に

加え、一般町民や学生の参画を促進し、これからのスポーツイベントが、行政主導型から

町民参加型へ、また協働型へと進展するようスポーツイベントへの参加機会の提供に努め、

スポーツボランティアの増加へ向けた取り組みを推進します。   

 

 

 

（１）スポーツボランティアの育成と活用   

スポーツイベントの運営を町民が「ささえる」といった大会運営を目指し、町内で開催

される大規模な大会や様々なスポーツイベントを支える立場で活躍するスポーツボランテ

ィア活動を奨励し、人材の育成と活用に努めます。 

 

（２）スポーツボランティアバンクの創設  

スポーツ協会や関係機関と連携して、スポーツボランティアとして参加したい方を登録

し、継続的にスポーツイベントを支える人材を増やすためのスポーツボランティアバンク

制度を創設するよう努めます。 

 

 

 

□スポーツボランティアの機会の拡充と情報発信 

様々なスポーツイベントにおいて、町民や学生がスポーツボランティアとして参加でき

る機会を拡充します。また、そのイベントの情報発信をします。  

 

  □スポーツボランティア制度の創設 

スポーツイベントの開催には、スポーツボランティア 

の存在が不可欠なため、通年協力していただける方を公  

募・登録し、スポーツイベントで活用する制度の創設に  

努めます。 

 

□スポーツボランティア活動への顕彰  

日常的・継続的な活動に対する功績を称えることなど  

により、スポーツボランティア活動を奨励します。 
                         「長沼町駅伝大会」ボランティア当日打合せ  

 
 

 
 

 
 
 

９－１  地域の特色を活かしたスポーツの推進  
本町には、馬追自然の森遊歩道、総合公園多目的広場、運動広場、パークゴルフ場、テ

ニスコート、加温式プール、北長沼スキー場と季節に応じて様々なスポーツやレクリエー

ション活動が体験できる環境があります。この環境を活かしたスポーツ施策を推進します。 
 
 

 

（１）地域の特色を活かしたスポーツの推進   

豊かな地域資源と四季を通じて様々なスポーツやレクリエーション活動が体験できる環

境を活かしたスポーツ施策の推進に取り組みます。  

 
 
 

□ウィンタースポーツ・レクリエーション活動の推進  

  中学生以下の北長沼スキー場リフト使用料の無料化を継続し、冬期間の体力向上及びス 

９．スポーツによる交流を積極的に行い、活力ある地域づくりを推進します  

地域とつながる 

基本的な取り組み  

基本的な取り組み  
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キー場の活性化を図るとともに町内のスキー及びスノーボード人口を増やしていきます。 

 

□自然と触れ合うスポーツ・レクリエーション事業の実施   

運動やスポーツのきっかけづくりとなるように、豊かな自然環境を活かした、スポー  

ツ・レクリエーションの教室やイベントの実施に努めます。   
 
 

９－２  スポーツツーリズムの検討  
本町のパークゴルフ場やスキー場等を効果的に利用することは、町民の健康増進やスポ

ーツの推進だけでなく、スポーツを目的に訪れる方々に長沼町の魅力に触れてもらえる絶

好の機会であるため、地元関係団体や種目別競技団体などと連携・検討し、長沼ファンの

創出と交流を実現してスポーツを通じた地域の活性化を推進します。  
 

 
 

（１）スポーツ大会の誘致   

公共スポーツ施設の利用促進、地域経済の活性化、交流を目的に、関係団体と連携し、

スポーツ大会の誘致に取り組みます。 

 

 （２）スポーツを目的とした観光誘致の推進  

    駅伝の他、各種大会やスキー等で長沼町を訪れる機会を多くする取り組みを推進します。 

 
 
 

  □スポーツ体験コースの検討 
    既存の施設や自然を利用したスポーツ体験が可能か検討します。 
 
  □各種スポーツイベント等の情報発信 
    ホームページだけでなく、 SNS の活用を図ります。 
 
  □各種大会の誘致 
    各種大会の誘致だけではなく、スポーツを目的とした観光が可能か検討します。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第  ２  節  計画を推進する中で期待される役割  
 

■町 民  

健康や体力に関心を持ち、恵まれたフィールドを活かした運動やスポーツへの積極的な

取り組みが期待されます。また、主体的に地域スポーツ環境を整備し、運動やスポーツを

「する」「みる」「ささえる」「しる」 ことにより、人や地域が“つながっていく”こと

が期待されます。 

  

■地 域  

町民が身近で気軽に安心して、運動やスポーツ活動に参加できる環境をつくり、スポー

ツを通じてコミュニケーションの輪が広がり、深い絆で結ばれた一体感や活力のある地域

馬追自然の森遊歩道  

北長沼スキー場  

基本的な取り組み  

今後の具体的施策の展開  
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社会が形成されることが期待されます。   

 

■スポーツ少年団  

種目別団体と連携することにより長沼町スポーツ少年団の指導体制の強化が図られます。 

また、情報共有の場の創出と町が実施する事業への参画のきっかけづくりなど、子ども

たちが運動やスポーツに接する場を確保していくことが期待されます。   

 

■長沼町コミュニティ・文化スポーツクラブ(仮称) 

多様な世代が共にスポーツや芸術文化活動を楽しむことにより、地域住民にとって、よ

りよくスポーツ・文化芸術に参加できる環境をつくり、魅力あるまちづくりにつなげます。 

 

■学 校  

児童・生徒の体力向上や運動機会を確保するため、学校体育の充実を図ります。また、

望ましい生活習慣等を身に着ける健康教育の推進を図るとともに学校体育施設の開放を促

進し、地域におけるスポーツ活動の場の創出に協力します。  

  

■スポーツ協会  

スポーツ施策推進における中心的役割を担い、特に競技スポーツの普及、拡大、競技力

向上などの役割が期待されます。スポーツ協会は、スポーツの推進役、事業実施主体の核

として位置づけられます。また、気楽にスポーツを楽しめる活動の場や機会の提供に貢献

する役割を担います。 

 

■スポーツ推進委員会  

指導者としての知識や技術の習得に努め、行政と町民のパイプ役として町全体の事業の

企画・協力と日頃スポーツをしない人や子供たちに様々な運動やスポーツに親しむ機会を

提供するなど、スポーツによる地域づくりの推進役として位置づけます。 また、地域のス

ポーツリーダーとして地域が実施するイベントへのアドバイスやサポートなどにより連携

を図ります。さらに、長沼町コミュニティ・文化スポーツクラブ（仮称）への参画、出前

講座への講師派遣など、地域のニーズにあったスポーツ施策をコーディネートする役割が

求められています。 

  

■町  

基本理念の実現に向け、資源の有効活用や関係部署および関係団体と連絡・調整を図り、

連携・協働体制による施策の推進を担います。  

 
 

第  ３  節  数  値  目  標  
 

  本計画は、目標数値に関する進捗管理を行うとともに、各スポーツ関係団体（スポーツ協会、

スポーツ少年団本部、スポーツ指導員会、スポーツ推進委員会など）の意見や助言、町民のア

ンケートなどを参考にしながら、Ｐ（計画）－Ｄ（実施・実行）－Ｃ（検証・評価） －Ａ（改

善）のプロセスを踏まえた「ＰＤＣＡサイクル」 に基づき、事業の改善を行います。 

 
数値目標 

数  値  目  標  最終達成年度  

成人の４０％以上が運動のために 1 年間の中で 1 度以上長沼町のスポーツ
施設を利用したことがあると回答  

２０２８年  

成人の８０％以上が健康のために運動や体力づくりを意識していると回答  ２０２８年  

成人の６０％以上が実際に普段から運動や体力づくりをしていると回答  ２０２８年  

  ※成人：１８歳以上の町民  
   


